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ABSTRACT
　This Paper investigates the current perception that the “Successors problem” 
obstructs the development of an individual shop, the shopping street, and the 
retail industry. The possibility of the manager of a retail shop allowing his or her 
family members to succeed the store management is rarely seen in community-
based and large area-based commerce accumulation.  Therefore, regression 
analysis is required on factors - manager’s consciousness and store characteris-
tic, etc- that are related  to nurturing a successor. 
　Especially, the analysis frame of this paper concerning business succession is 
enhanced by diversifying the range of candidates compared to the analysis of the 




（ 1 ）本稿は，日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究（B），課題番号 21330104，研究代表者：
加藤司大阪市立大学大学院経営学研究科教授）の支援を受けて行われた研究の一部である。


































































































































































（ 3 ）石井（1996）の 29 頁から引用。
（ 4 ）石井（1996）の 5 ～ 17 頁を参考。
（ 5 ）石井（1996）の 41 頁を参照せよ。石井（1996）で示されているデータから 1960 年代
以降の商店主の世帯規模は縮小の一途を辿っていることがわかる。





































の約 3 割近くを占めている事実から，商店の歴史は事業継承を促す要因の 1 つ
ではないかという見解を示している。この指摘から，創業以来 30 年以上の営










































摘している（41 ～ 47 頁）。田村（1986）において，規模の経済と生産性との関係は，次の
2 点で整理することができる。第 1 に，商店規模格差（従業者数）によって，従業者一人
当たりの販売額で測定された労働生産性が異なるという。すなわち，従業者数が多い規模
階層は，従業者数が少ない規模階層に比べて労働生産性が高くなっていることである。第
















































































































（Cronbach のα係数）は，それぞれ 0.843，0.902，0.851 であった。
表４　変数の記述統計と相関（韓国）




（Cronbach のα係数）は，それぞれ 0.866，0.947，0.688 であった。












高規模，性別である。第 1 に，親子同居では，親子の非同居の場合は 0，親子
の同居の場合は 1 で，第 2 に，職住一致では，商店と住居環境が分離している
場合は 0，商店と住居環境が一致している場合は 1 で，第 3 に，性別では，男
性が 0，女性が１で，最後に，年間売上高規模では，商店の年間売上高規模が















































































3）（*）は 10％以内での統計的有意性，（**）は 5％以内での統計的有意性，（***）は 1％以
内での統計的有意性を示す。
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